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Osol法 結 核 菌 染 色 の 経 験

長崎大学医学部細菌学教室(主任 青木教授)

国立大村病院内科 林 敏 信

(昭釈26年2月24日 長燐医学会第181回 例「会発衷)

結 核菌の染色には周蜘 の通 りZiehl-Neelse滋 法,Zieh-

1--Gabbet法 等の復染 色法が汎用 されてい る。 こ乳 らが

適当な対照染色に よる見易 さ,錯誤の恐れがない こと,他

菌や血球組織 成分等 を同時 に見得る諸点か ら,その標準的

な方 法 としての価値は決 して早急 には失墜 されないと思

うが,仮 に結核菌の発 見とい う点 でこれ に勝 るものが あ

りとすれば,他の欠点はと もか くとし;検査者 の技術 習熟

と目的 を考えてのその使用は当然許 され るべきであ る。

この目的 で提唱され てい る種 々な方法 の一つ と してOs-

◎1法,その変法た るJohanson法 な ど戸 田教授 の所謂非

復染色検査法(りに属 する一・群があ る。Osol法 ② は脱色

に多少考案が加 えられMethyleneblueの 後染色が全然

省 略された方法 であつて,1927年 の提唱 にかかわる。氏

によれば6451例 の喀褻中本法で結核菌陽性の ものは

988例 ・これに対 してZiehl-Neelsen法 では陽性654

例であ り・氏 はこの点か ら本 齢Ziehl一 喪eel8en法 に優

れてト・ると述べた。JohanSOn(x)は その後}ご脱 色剤 の保

存 性に考案 を加えたのであつて,こ れ によ りZiehl-N-

eelsen法 よりも2乃至9借 に菌陽性率 を高め得 ると した
。

本邦 においては植田,近 藤④,が 追試 し,更 に占部;高

木,山 田くs)は本法 と共に単 にZiehl-・Neelsen法 の後染

色 を省略 した方法を も併試 し,熟 練は要する が こ れ ら

の方法 による菌陽性率の増大化 を認め,そ の他発表に至

らないまで も一部人士によ り試 み られた ことは想儀に難

くない(仮 えば国立嬉野病院な どは一時常用 し て いた

と報ぜ られ る)。この外Egli㈹ は染色後に本 法標本 を

暗視野で見 て・ この場 合 もZiehI-・NeeIsen法 に比 し検

出率が大 であつたと報告 してい る。なお これに先 立つて

Pothman(7)もQg・ 五暗 視 野 法はZieh1-Neelsen法

よ りその4分 ◎1だ け陽性率を高 め得 死 述べた。

余は最近本 法をZieh1--Neelgen法,Johanson法 ,

Benderの ピクリン酸法 と同一材料に就 き比較実施す る

機会 を得 たのでその成績を発表す る。

実 験 方 法

(A)材 料 国立大村病院入院申の結核患者100名 の

喀褻。 、'

③ 喀痩染色法 同一患者の喀湊 について各 々次 の

染色法 を施 した。"

(1)Zieh1・-Neelsen法o

(2)Osol誰 …o

ωZiehl液 で水 蒸気 のたつ程度 に2分 間染色 し次

に強 く加熱す ること1分30秒(煮 払2乃 至3回)。

(ロ)5分 間程放置 して標本冷却後充分に水洗す る。

の5%硫 酸水 を10乃 至15秒 聞作用ぜ しめ.て脱色

し水洗乾燥す る◎

←)亜 硫酸 ソ帥ダ酒精(1%亜 硫酸 ソ戸ダ10純 アル

={ル1)を 滴下 してほとん ど無色 とな るまで脱 色

す る(瓦そ10乃 至15秒 聞)

㊧ 後染色を施す ことな く水 洗乾燥す る。

(3)JQhans◎n法o

上記 の方法 の亜硫酸 ソーダ酒精にかえて保 存性あ るア

ンモ ニヤ酒精 を用いた点が異 るのみ。

(4)Benderピ ク リン酸法。

(イ)Ziehl液 で加温染色。

㈲3%塩 酸 アル コ・・ル脱 色。

1の1%ピ ク リソ酸水溶液 で後染色1分 間o

,←)水 洗乾燥。

(C)鏡 険法

(1)100例 の患者の各染色標本 についてまず明視 野

法に よ り各 々50視 野を鏡検 し,そ の結 捜菌数 を比較検

討 した。

(2)10例 の患者喀湊 についてはOs・1法 の明視野,

暗視野,Zieh1-Neelsen法 の明視野,暗 視野 の各50視

野におけ る菌数 を比較検討 した◎、

実 験 成 緕

(1)上 記100例 明視野 による検 菌成績 を菌数総計 と

して表わ し比較 に供 した ものは第1表 である。す なわち

総菌数はZieh1-Neelsen法 以 外 の三法いずれ もZiehl-

Neelsen法 よ り多 く,特 にOsol法 は約二倍
,Johab

son法 は約一倍半・Bender法 またそれ に近 き ものであ

つた。
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-(2)次
にGa晦 鶴(Ziehl--INeelseR法 に よる)

を規準に とつて獺 を比 較 した◎恥 先 ずGaffk
y。

号賜 醸 塗抹による鰭 都 号 より5号 に至るも



の,6号 以上に分けてみ ると,そ の菌数合計は第2表 の

成績 となつた◎0号 の場合 は比較値 を挙げる ことが でき

ないが,Osol法 が最 も多 数 の菌 を立証 し,次 でJoh-

a蘭◎漁法,Be澄d硫 法であつた◎1-5号 の喀 痩 では

Oso1は4倍 近 くの数 字を示 し,　Johans◎n,　 Bender

亦3倍 程度,こ れが6号 以上の群で 　 Oso12倍 以下,,

J◎ha一 βenae・ ・倍半}こ満たない成績 と騨 すると・

菌数 少ない喀湊程Os◎1法 の効果が高い ことが認知 され

興昧深 く感 じた。なお100例 中Ziehl-Neels鋤 法陰性者

は29名 であ り,そ の総 てがOso1法 で僅 か1,2個 の も

の もあると して もとにか く陽性 に変つ たが,Joba珊on

法 では4名,Be戚er・ 法 では11名 なお陰性所見 を示 し

た。 この外Gaffky　 各番号別に資料を整理 し,こ れを

q8◎1法 に よる菌数 で番号 を附 したもの と対照 する観察

も行つ たが,成 績の傾向は全 く同 じであつたので省略す

る。勿論 これ によつて番 号が1番 も2番 もときには数番

も増加す る ものが あ る。 しか して大体において低番 号の

ものにおいて この傾向が著 しかつ た。

　　　　　 　　　　　第　 2　 表

染色法騰 靖 辞 業
　　　　　 　　 ・ 離 酬 饗 騨 耀

Ziehl-Neel8e・ い15・5!…58991…
、

　　　・8・1法 　 i・ ・312・241393t・ ・433【 ・77

J・ha…n法ig・ ・478レ871832・i・4・

鶴 「ン鰍 　 58h57213・517364珍5

(3)EgliやBepderの 実験にな らい,上 記材料中

の一部10例 について,Zieh1-Nee18en,あ るいはOso1

で染色 した ものを普通視野及び暗視 野顕微鏡 で観察 して

成績 を比較 した。合計菌数はZiehl-Neel8en明 視野3

14,同 暗221,0so1明406,同 暗607で あつて,　zi-

ehl-Neel8enで は暗視野 で減少,　Oso1で は増加 の数1字

がでているが,暗 視野法 では結核菌たる認定 に自信 を持

ち得 ない ものが時 々現れ,例 数が少ない こととともにこ

の成績 に意義 を与え難 い◎

　　 　　　 　　 .　要 　　　約

結核菌 のいわゆ る非復染 色法 に属す るOs・1法 を,そ

D変 法た るJ。haus◎n法,復 染 非復 染法の中間的存在

二認め られ るBend礎 法 とともに,　 Zieh1-Neelsen法

此 較す る目的の実験 を行 つた◎ 同一結核喀渓 に対 し4

疑同時 に施行,そ の100例 の合計菌数か らそれ らの成綾

f比 較す ると,Os◎1法 は約2倍,　 Joha珊 ◎ぬ　法は約

・5倍,Bende驚 法 は約1・4倍,そ れぞれZieh1-Ree-

iep　法 にま さる効果 を示 してい る。染色法の優劣は た

弾 に 目的菌検 出の敏 感性 だけ で判ずべ き もの でな く,

ミ施の容易,対 照上 の色調,同 時に観 察 し得 る他の所 見

ぐど考慮 に入れ るぺ きであ るが,こ れ らは術式の改良い

・んに よつ ては附加 され る可能性があ り, .この意味 で非

芝染色法 は今後大い に留意 さるべ きもの と思 う。

本 法が何が 故に　Zie　h1-Neeエs鋤 法以 上の菌数 を立証
喩るか

,こ の点 に関 しては,細 胞 その他 の組織成分 中に

f入 され た ものまで透見 され るとい う在来 の見方 も受入

しるとして,植 田教授が説かれ るよ うに,強 度 の加熱 と

陵度の脱色,そ れ と後染色を施 さない ことに よる正常型

ぐらざる結核菌体検出の可能性 も一応考 える べ き で あ

～。 さらにこれは今 のところ全 くの想像 であるが,Zie-

1-Neelsen法 ではいわゆる青色菌が見逃 され易 いのに

重して,本 法 でこの菌体 は所 定の色調 をとつて計算 に入

しられた と解 し得 る場合な しとも思 えない。
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